
青
柳　

良
太
郎
（
埴
原
東
）

　

中
学
が
い
ち
ば
ん
勉
強
が
大
変

だ
と
聞
い
た
の
で
と
に
か
く
勉
強

を
が
ん
ば
り
た
い
で
す
。
テ
ス
ト
で

は
そ
こ
そ
こ
の
点
を
狙
い
ま
す
。

赤
羽　

咲
紀　
（
棚　

峯
）

　

勉
強
は
難
し
く
な
る
と
思
う
け

れ
ど
、
一
生
懸
命
が
ん
ば
り
た
い
で

す
。
友
達
も
た
く
さ
ん
つ
く
り
た
い

で
す
。

赤
羽　

陽
多　
（
埴
原
北
）

　

中
学
に
い
っ
た
ら
勉
強
を
頑

張
っ
て
中
３
に
な
っ
て
か
ら
自
分

の
行
き
た
い
高
校
に
入
れ
る
よ
う

に
家
庭
学
習
を
し
っ
か
り
や
る
。

池
田　

綾
音　
（
棚　

峯
）

　

中
学
に
な
っ
た
ら
部
活
と
勉
強

ど
ち
ら
も
が
ん
ば
っ
て
大
き
い
け

が
が
な
い
よ
う
に
し
た
い
。

臼
田　

美
月　
（
埴
原
北
）

　

中
学
で
は
勉
強
を
が
ん
ば
り
た

い
。
前
ま
で
ゲ
ー
ム
で
遊
ん
だ
り

だ
っ
た
の
で
、
新
し
い
教
科
も
増
え

る
け
ど
が
ん
ば
り
た
い
。

川
上　

華　
　
（
棚　

峯
）

　

も
う
中
学
生
で
す
。
勉
強
も
こ
れ

以
上
に
難
し
く
な
る
。
部
活
は
運
動

系
を
し
て
楽
し
い
中
学
生
活
を
送

り
た
い
。
が
ん
ば
る
ぞ
〜
。

小
岩
井　

美
優
（
棚　

峯
）

　

私
は
中
学
生
に
な
っ
た
ら
、
勉
強

を
し
っ
か
り
し
た
い
で
す
。
ど
こ
を

や
る
な
ど
言
わ
れ
な
い
の
で
自
分

で
考
え
て
や
り
た
い
で
す
。

菅
谷　

空　
　
（
和　

泉
）

　

部
活
で
は
、
早
く
レ
ギ
ュ
ラ
ー
を

と
り
、
学
習
で
は
苦
手
な
国
語
と
初

め
て
入
る
英
語
を
中
心
に
勉
強
し

て
い
き
た
い
。

杉
島　

凜　
　
（
和　

泉
）

　

部
活
で
一
生
懸
命
練
習
し
て
、
一

緒
の
部
活
に
入
っ
て
い
る
人
と
息

を
合
わ
せ
て
二
人
三
脚
み
た
い
に

が
ん
ば
り
た
い
で
す
。

鈴
木　

翔
太　
（
埴
原
西
）

　

中
学
に
入
っ
た
ら
、
今
よ
り
も
た

く
さ
ん
の
人
が
い
る
の
で
友
達
を

多
く
つ
く
り
た
い
で
す
。
部
活
動
も

が
ん
ば
り
た
い
で
す
。

高
田　

有
梨　
（
和　

泉
）

　

勉
強
や
部
活
を
頑
張
っ
て
、
両
方

と
も
う
ま
く
両
立
さ
せ
て
、
テ
ス
ト

で
い
い
点
を
取
り
、
ま
た
友
達
を

い
っ
ぱ
い
作
り
た
い
で
す
。

竹
花　

大
雅　
（
棚　

峯
）

　

中
学
で
は
、
小
学
校
の
時
の
多
く

の
友
達
と
別
れ
て
し
ま
う
の
で
新

た
な
友
達
を
作
る
こ
と
と
、
部
活
な

ど
を
が
ん
ば
り
た
い
で
す
。

飛
島　

里
香　
（
和　

泉
）

　

私
の
中
学
で
の
目
標
は
、
生
活
習

慣
を
見
直
し
て
、
勉
強
や
部
活
を

し
っ
か
り
両
立
で
き
る
よ
う
に
し

て
い
く
こ
と
で
す
。

西
澤　

悠
斗　
（
和　

泉
）

　

野
球
部
で
せ
ん
ぱ
い
た
ち
に
負

け
な
い
く
ら
い
頑
張
っ
て
レ
ギ
ュ

ラ
ー
を
取
り
た
い
で
す
。

　

学
習
は
真
剣
に
取
り
組
む
。

野
村　

文
乃　
（
埴
原
西
）

　

私
の
中
学
で
の
目
標
は
、
柔
道

の
全
国
大
会
ま
で
進
む
こ
と
で
す
。

そ
の
た
め
に
、
今
よ
り
も
っ
と
真
剣

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
で
す
。

早
川　

舞　
　
（
和　

泉
）

　

中
学
生
に
な
っ
た
ら
、
テ
ス
ト
勉

強
を
し
っ
か
り
や
り
授
業
の
復
習

も
忘
れ
ず
や
り
た
い
で
す
。
部
活
も

が
ん
ば
っ
て
や
り
た
い
で
す
。

樋
口　

圭
壱　
（
和　

泉
）

　

一
番
の
目
標
は
部
活
で
、
希
望
す

る
部
に
入
る
か
ら
、
な
ま
け
ず
や
め

な
い
よ
う
に
し
た
い
で
す
。
先
輩
と

も
上
手
く
や
り
た
い
で
す
。

　

藤
井　

ほ
の
か
（
和　

泉
）

　

小
学
校
よ
り
難
し
く
な
る
勉
強
。

小
学
校
に
は
な
か
っ
た
部
活
。
努
力

は
実
る
と
い
う
の
で
ど
ち
ら
も
一

生
懸
命
頑
張
り
ま
す
！

降
籏　

加
琳　
（
和　

泉
）

　

中
学
生
に
な
っ
た
ら
、
ま
ず
勉
強

を
が
ん
ば
り
た
い
で
す
。
そ
し
て
友

達
を
た
く
さ
ん
つ
く
っ
て
楽
し
い

学
校
生
活
を
送
り
た
い
で
す
。

細
澤　

葵　
　
（
和　

泉
）

　

中
学
に
行
っ
て
が
ん
ば
り
た
い

こ
と
は
勉
強
と
水
泳
を
両
立
さ
せ

て
が
ん
ば
る
こ
と
と
友
達
と
楽
し

く
過
ご
す
と
い
う
こ
と
で
す
。

宮
澤　

真
男　
（
和　

泉
）

　

中
学
校
で
は
部
活
を
一
生
懸
命

に
取
り
組
み
た
い
。
何
か
に
夢
中
に

な
っ
た
こ
と
が
な
い
の
で
、
夢
中
に

な
れ
る
よ
う
が
ん
ば
り
た
い
。

宮
島　

希　
　
（
埴
原
北
）

　

定
期
テ
ス
ト
で
25
番
以
内
に
な

れ
る
よ
う
に
勉
強
を
し
っ
か
り
し

た
い
で
す
。
特
に
予
習
を
頑
張
り
た

い
で
す
。
頑
張
る
ぞ
ー
。

山
口　

奈
　々
（
埴
原
東
）

　

勉
強
と
部
活
の
両
立
を
が
ん

ば
っ
て
両
方
と
も
お
ろ
そ
か
に
し

な
い
よ
う
に
し
て
、
テ
ス
ト
で
は
良

い
点
が
と
れ
る
よ
う
に
が
ん
ば
る
。

山
田　

真
奈
美
（
埴
原
北
）

　

生
活
面
で
は
、
早
寝
早
起
き
を
し

て
、
自
分
で
歩
い
て
行
く
こ
と
で
、

学
習
面
で
は
、
し
っ
か
り
考
え
、
ま

と
め
を
し
っ
か
り
す
る
こ
と
で
す
。
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松
本
市
議
会
に
よ
る
議
会
報
告

会
が
２
月
10
日
（
火
）
に
中
山
公

民
館
で
開
催
さ
れ
、
出
席
し
た
８

人
の
議
員
か
ら
、
市
議
会
の
仕
組

み
・
活
動
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。

　

質
疑
応
答
で
は
、政
務
活
動
費
、

一
問
一
答
方
式
、
退
職
金
な
ど
の

仕
組
み
の
話
か
ら
産
廃
施
設
、
松

本
城
の
復
元
、
小
学
校
の
統
廃
合

な
ど
、
質
問
や
意
見
は
多
岐
に
わ

た
り
参
加
者
の
関
心
の
高
さ
を
感

じ
ま
し
た
。
中
山
で
も
度
々
話
題

に
あ
が
る
「
ジ
ビ
エ
」
に
つ
い
て

も
話
が
あ
り
、
市
議
会
で
も
調

査
、
研
究
を
し
て
い
る
と
の
こ
と

で
す
。

　

中
山
の
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て

も
市
議
会
と
今
ま
で
以
上
に
連

　

明
治
22
年
（
1
8
8
9
）
４
月

１
日
に
、
市
制
町
村
制
が
施
行
さ

れ
、
地
方
自
治
体
と
し
て
の
正
式

な
「
中
山
村
」
が
こ
の
時
に
成
立

し
ま
す
。
こ
の
時
か
ら
、
村
の
代

表
は
「
村
長
」
と
な
り
ま
す
。

　

中
山
村
の
村
長
は
こ
の
年
か

ら
、
昭
和
29
年
４
月
１
日
に
松
本

市
に
合
併
す
る
ま
で
22
人
が
務
め

て
い
ま
す
。
カ
ッ
コ
内
は
、
就
任

年
月
と
退
任
年
月
で
す
。

飯
村　

虎
雄

（
明
治
22
年
５
月
〜
23
年
９
月
）、

百
瀬
重
太
郎
（
23
・
９
〜
26
・
９
）、

中
島
専
三
郎
（
26
・
９
〜
28
・
12
）、

飯
村　

誠
一
（
28
・
12
〜
31
・
４
）、

水
城
高
次
郎
（
31
・
４
〜
35
・
11
）、

百
瀬
利
八
郎
（
35
・
11
〜
38
・
７
）、

中
島　

元
一
（
38
・
８
〜
40
・
３
）、

水
城
高
次
郎（
40
・
４
〜
大
正
３
・
６
）、

百
瀬
与
右
衛
門（
３
・
７
〜
４
・
４
）、

飯
村　

秀
人
（
４
・
５
〜
７
・
１
）、

水
城　

仟
次
（
７
・
２
〜
14
・
10
）、

中
島　

元
衛（
14
・
11
〜
昭
和
２
・
２
）、

百
瀬
四
方
市
（
２
・
３
〜
３
・
９
）、

赤
羽
今
朝
吉
（
３
・
10
〜
４
・
６
）、

川
上　

倉
十
（
４
・
12
〜
５
・
９
）、

水
城　

仟
次
（
５
・
10
〜
８
・
２
）、

百
瀬
四
方
市
（
８
・
４
〜
11
・
５
）、

百
瀬　

可
誠
（
11
・
５
〜
14
・
５
）、

草
間　

茂
雄
（
14
・
７
〜
17
・
５
）、

携
を
と
り
、
情
報
共
有

の
場
を
増
や
し
て
い
け

ば
、
さ
ら
に
活
動
の
幅

が
広
が
っ
て
い
く
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

地
区
内
外
か
ら
集

ま
っ
た
約
40
人
の
参
加

者
と
市
議
会
議
員
と
で
、

積
極
的
な
意
見
交
換
が

さ
れ
、
と
て
も
有
意
義

な
報
告
会
で
し
た
。

　

３
回
シ
リ
ー
ズ
の
最
後
と
な
る

「
父
ち
ゃ
ん
の
料
理
」
が
、
山
口

卓
美
さ
ん
（
埴
原
南
）
を
講
師
に

迎
え
、
２
月
５
日
（
木
）
に
、
中

山
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

料
理
は
、
親
子
丼
と
ツ
ナ
の
春

巻
き
を
作
り
ま
し
た
。

　

親
子
丼
は
、
鶏
も
も
肉
と
玉
ね

ぎ
を
煮
汁
で
煮
て
、
卵
と
み
つ
ば

を
か
ら
め
、
丼
に
ご
飯
を
盛
り
、

焼
き
の
り
を
ち
ぎ
っ
て
の
せ
て
お

き
、
出
来
上
が
っ
た
具
材
を
の
せ

て
完
成
で
す
。
と
て
も
簡
単
に
出

来
て
、
家
庭
で
作
る
に
も
最
適
の

一
品
だ
と
思
い
ま
す
。

　

春
巻
き
は
、
具
材
に
ツ
ナ
、
ア

ス
パ
ラ
、
ピ
ザ
用
の
チ
ー
ズ
を
入

れ
ま
し
た
。
食
べ
て
み
る
と
、
こ

の
３
つ
の
味
が
混
ざ
り
、
絶
品
で

と
て
も
お
い
し
か
っ
た
で
す
。

　

全
３
回
に
皆
勤
の
人
も
い
て
、

最
初
は
戸
惑
い
な
が
ら
も
、
皆
さ

ん
と
一
緒
に
作
る
の
は
楽
し
く
、

出
来
た
料
理
を
全
員
で
食
べ
る
の

は
一
層
お
い
し
か
っ
た
で
す
。
来

年
も
開
催
予
定
と
の
こ
と
で
す
の

で
、
男
性
の
皆
さ
ん
、
是
非
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

　

市
民
農
園
を
借
り
て
い
る
。

今
年
は
何
を
植
え
る
か
と
悩
む

が
結
局
、
毎
年
同
じ
野
菜
。
肥

料
や
種
苗
に
結
構
お
金
が
か
か

り
、
手
間
の
わ
り
に
は
収
穫
も

あ
ま
り
上
が
ら
ず
、
買
っ
た
方

が
安
い
。
夏
野
菜
を
干
し
た
り
、

冷
凍
し
て
保
存
。
そ
の
野
菜
を

冬
に
食
す
時
、
い
つ
か
の
自
分

に
あ
り
が
と
う
と
思
う
。

　

さ
て
、
今
年
は
何
を
植
え
よ
う

か
。　
　
　
　
　
　
　
（
Ｍ
・
Ｔ
）

シ
リ
ー
ズ

シ
リ
ー
ズ

『
中
山
の
偉
人
』⑷

―

中
山
村
の
村
長
65
年
間
で
22
人
―

中
島
八
十
貢
（
17
・
８
〜
17
・
12
）、

中
島
省
三
郎
（
17
・
12
〜
21
・
11
）、

中
島　

郷
夫
（
22
・
４
〜
29
・
３
）。

　

長
い
人
で
は
7
年
余
務
め
て
い

ま
す
。再
度
村
長
に
な
っ
た
人
は
、

水
城
高
次
郎
・
水
城
仟
次
・
百
瀬

四
方
市
の
３
人
で
す
。

　

大
正
３
年
（
1
9
1
4
）
に
は

６
月
か
ら
８
月
に
か
け
て
村
の
三

役
が
交
代
し
た
た
め
、「
村
長
及

助
役
・
収
入
役
・
書
記
ニ
至
ル
甚

ダ
シ
キ
更
迭
ア
リ
シ
為
メ
、
各
課

主
任
ニ
大
変
動
ヲ
来
シ
、
尚
雨
中

体
操
場
及
附
帯
工
事
為
メ
業
務
繁

劇
ヲ
極
メ
シ
」
と
村
の
記
録
に
あ

り
ま
す
。翌
年
に
も
村
長
が
辞
職
、

助
役
が
村
長
に
な
り
、
収
入
役
も

交
代
し
て
い
ま
す
。
こ
の
４
年
の

中
山
村
の
総
戸
数
は
7
3
2
戸
、

人
口
は
3
7
6
9
人
で
し
た
。

　

大
正
10
年
に
村
の
中
央
の
和
泉

と
埴
原
の
境
に
中
山
村
役
場
を
作

り
ま
し
た
。

　

昭
和
18
年
（
1
9
4
3
）
４
月
、

神
田
の
松
本
市
へ
の
分
村
合
併
に

伴
っ
て
、
中
山
村
役
場
は
、
新
し

く
中
山
村
の
中
央
と
な
っ
た
鳥
内

に
移
り
ま
す
。
合
併
時
の
松
本
市

長
は
神
田
の
百
瀬
渡
で
し
た
。

（
小
松 

芳
郎
）

父
ち
ゃ
ん
の
料
理

父
ち
ゃ
ん
の
料
理

議
会
報
告
会
に

議
会
報
告
会
に参

加
し
て

参
加
し
て
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